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令和５年度全建賞  推  薦  調  書 

 インフラ整備の事業又は施策の部（インフラの部） 

 
ふ   り   が   な    いわさきがわじぎょうかんれんけいさぼうこうじ 

1．事業 (施策 )の名称 岩崎川事業間連携砂防工事 

2．事業(施策)実施期間   平成２７年 ７月 ２日  ～ 令和５年 ９月２５日 

3．事 業 費 (工 事 費 )    ６７０ 百万円 

4．キーワード    コスト縮減 

5．事業概要 

岩崎川は、善通寺市大麻町の丘陵に源を発し、二級河川金倉川に流れ込む土石流の危険性の高い渓流である。 

その地質は、花崗岩で風化侵食が著しく進み、至る所で渓岸侵食が発生し、河床には多量の土砂が堆積している

が、渓流内において砂防設備は未整備であった。 

土砂災害（特別）警戒区域の保全対象としては人家６８戸や県道、ＪＲ土讃線などがあり、次期大雨により土石流が

発生する危険性が高まっている状況にあった。土砂災害が発生すれば、下流に甚大な被害が発生する可能性がある

ことから、砂防堰堤１基、渓流保全工143.6mを設置し、土砂災害を未然に防止するとともに民生の安定を図る。 

 

6．アピールする事業又は施策の「手段」と「秀でた成果」 

ハード or ソフトの分類 

：該当する方に○印 
① ハード面 に秀でた事業 ② ソフト面 に秀でた取組 

アピールする 

１）「手段」 
 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（c）情報発信 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

アピールする 

２）「秀でた成果」 
 

（a）当該事業による本来目的の効果 

（b）コスト縮減 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

 

7．特にアピールしたい点 

 岩崎川では、現地着手時となる平成３０年７月豪雨により土石流が発生し、保全人家近くまで土砂が流出したことか

ら、今後の土砂災害の危険性がより高まったため、警戒避難体制の強化として避難情報発令基準を引き下げた。 

令和５年８月に砂防堰堤が完成したことによって、警戒避難体制の強化を解除したが、これら事業の進捗状況につ

いては、市のＨＰで情報発信するとともに地域住民に対して現地説明会を実施するなど情報発信してきた。 

地域住民から堰堤の早期完成による安全確保が望まれたことも踏まえ、令和元年度からは道路との事業間連携砂

防等事業に位置付けるとともに、国土強靱化予算を活用して整備を促進することで、事業効果の早期発現を図った。 

また、本渓流は、計画基準点上流で二股に分かれており、両渓流をまたいで堰堤を設置する１基案と、各渓流に１

基ずつ堰堤を設置する２基案について比較検討を行い、経済的な１基案を採用したことでコスト縮減に努めた。 
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8．事業を代表する写真及びキャプション 

砂防堰堤完成時 

平成３０年７月豪雨による土石流発生状況 

土石流 

直近保全人家 

応急対策 
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9．事業内容・添付資料 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【岩崎川 諸元】 

   砂防堰堤 １基 

         L=  164.5m 

         H=    8.0m 

            V= 9,470.5m3 

 渓流保全工 L＝143.6m 
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香 

位 置 図 

施工位置 

徳島県 

県道大麻琴平買田線 

（巡視点検等に基づく随時の維持管理） 
 

堰堤一般図 

平面図 
砂防堰堤 

渓流保全工

砂防堰堤 

JR土讃線 

国道319号 
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9．事業内容・添付資料 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元説明会状況 

 

 

善通寺市ホームページ掲載状況 

 

 


